
m  1 43  o 号(1950年４ 月創刊　昭和46年 了月30日　第3種郵便物認可)こSX:’ ・|?!1Ξ　＝･　 ユ　 ー　 ス2 ０ ０ ５ 年 ７ 月 ３ ０ 日 （土B 菫 日 ）

生

こ ユ ー
ス

´　　　/　　/　　　　　　y　yj/

－

'

女The Women ｓ゙ Ｎｓｕ冫ｓ，Ｊｇｐｓｎ

振替口座00150-7-172320

( 郵送料､消費税込み･前納)

月 ３ 回 発 行(10 日､20日､30日)

購 読 料　1 年　7,245 円

E-mail:josei-news@arion.ocn.ne.jp

U  R L　http://ｗｗｗ.josei-news.jp

〒160-0023 東 京都新宿区西新宿3-7-28宝 幸西新宿ビル

電話　03-3343-1846 ㈹　　　　FAX　03-3348-1890発行所　全国婦人新聞社
本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

碧森中国＝⑩｡｡,辱外裨蚪

ジ
ェ
ン
ダ
ー
攻
撃
に
負
け
な
い

性
教
育
を
た
め
ら
う
の
は
な
ぜ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
攻
撃
に

負
け

な
い
。
埼
玉
の
女
性
た
ち
は

「
埼
玉
か
ら
男
女
共
同

参
画

社
会
を
つ
く
る
」
集
会

を
開

い
た
（
７
月
2
3日
　

さ
い
た

ま
市
民
会
館
う
ら
わ
）
。
逼

激
な

”
性
教
育

、

略

き
す

ぎ
た

”
ジ

ェ
ン

ダ
ー
フ
リ

ー

と
い
っ
た
攻
撃
に
対
し

、「
埼

玉
県
男
女
共
同

参
画

推
進
条

例
」
を
実
現
し
て
い
く
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か

を
考
え

る
と
い
う
意
図
だ
。

埼
玉

県
の
「
条
例
」
は
全

国
で

も
非
常
に
早
い
時
期
、

２
０
０
０

年
に
施
行
さ
れ
、

先
進
的
な
内
容
で

知
ら
れ
て

い

る
。
こ

の
内
容
を
県
民

が

し

っ
か
り
理
解
し
実
現
し
て

い

く
こ

と
が
大
切
。
で

な
い

と
、
復
古
派
た
ち
の
「
条
例

見
直
し

」
運
動

が
起
こ
り
か

ね
な
い

。
な
に
し
ろ
埼
玉
県

は
、
昨
年
暮
、
多
く
の
市
民

の
反
対
が
あ
っ
た
中

、
「
新

し
い

歴
史
教
科
書
を
つ
く
る

時
代
の
変
化
の
中
で

、
昔

な
が
ら
の
も
の
を
守
り
続
け

て

い
く
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い

。
こ
の
夏
繰
り
広

げ

ら
れ
た
円
明
園
を
め
ぐ
る
論

争
を
目
に
し
た
北
京
の
人
々

の
多
く

が
、
そ
う
い

っ
た
思

い
に

駆
ら

れ
た

に

違
い

な

い
。円
明
園
は
、
北
京
市
街
の

北
西
、
中
国
の
シ
リ
コ
ン

バ

レ

ー
、
圭
た
は
秋
葉
原
と
言

わ
れ
る
「
中
関
村
」
か
ら

さ

ら
に
北
へ
上

が
っ
た
と
こ
ろ

に
広
が
る
広
大

な
公
園

だ
。

明
代
に
起
源
を
持
ち

、
清
代

に
離
宮
と
し
て

完
成
し
た

。

ま
る
で

ギ
リ
シ

ャ
か

ロ
ー
マ

の
遺
跡
の
よ

う
な
、
巨

大
な

石
柱

が
並
ぶ
一

角
が
特
に

刧

ら
れ
て

い
る

。
か
つ
て
こ
こ

に
は
、

バ
ロ
ッ

ク
風
の
石

造

り
の
建

築
物

が
い

く
つ

も
建

ち
並
ん
で
い
た

が
、
１
８
６

Ｏ

年
に

英
仏
連
合
に
焼
き
払

わ
れ
廃
墟
と
な
っ
た
。

円
明

園
の
池
で

は
、
初
夏

に

な
る
と
広
大
な
水
面
を
埋

め
尽

く
す
よ

う
に
蓮
の
花

が

咲
く
。
そ
れ
は
、
極
楽
と
い

う
の

は
こ

う
い
う
も
の
か
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
の
風
景
だ
。

池
に

は
ほ
と
ん
ど
水

が
な
く

沼
の

状
態
だ
が
、
底
の
土
は

養
分
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
で
い

る
ら
し

く
、
こ
こ
の
蓮
の
花

は
と
こ
よ

り
も
大
ぶ
り
で
美

し

か
っ
た
。

だ
が
今
年
、
円
明
園
は
こ

の
蓮
の
池
を
掘
り
返
し
て
の

大
き
な
工
事
の
さ
な
か
に

あ

る
。
蓮
の
花
を
眺
め
る

ど
こ

ろ
か
、
す

べ
て

の
池

が
無
残

に
掘
り
返
さ
れ

、
造

成
工

事

の
現
場
と
変
わ
ら
な
い

荒
れ

た
風
景
と
な

っ
て

い
る

。
長

年
、
悩
み
の
種
と
な

っ
て

き

た
水
不
足
の
解

消
の
た

め
の

会
」
の

前
副
会
長
・
高
橋
史
朗

明
星
大

教
授
を
県
教
育
委
員

に

任
命
し
た

。
高
橋
教
授
は

「
過

激
な
性
教
育
と
い
き
す

ぎ
た

ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ

リ
ー
攻

撃
」
の
代

表
的
論
客
で
あ
る
。

集
会
で

は
、
ま
ず
、
大
沢

真
理
さ
ん
（
東
大
社
会
科
学

研

究
所
教
授
）
が

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー
の

主
流
化
を
進
め
る
た

め
の
両

立
支
援
型
の
社
会
政

策
へ
の

転
換
」
と
題
し
て
講

演
。
強
固
な
男
性
か
せ

ぎ
主

型
社
会
の
日

本
。
年
金
も
社

会
保
険
も
、
個
人
型
に
変
え

よ

う
と
し

な
い
。
さ
ら
に
女

性
と

若
者
の
雇
用
が
劣
化

、

非
正

規
化
か
進
み
実
質
賃
金

が
低
下

し
て

い
る
。
オ
ラ
ン

ダ
な
ど
は
男
性
か
せ

ぎ
主
型

か
ら

完
全
に

修
整
し
て
い
る

の
に

と
、
日

本
の
逆
流
を
社

会
政
策
の
面
か
ら
説
き
明
か

し
た

。
問
題
提
起
は
、
田
代
美
江

子

さ

ん
（
女

子

栄

養

大

講

師
）

が
「
子
ど
も
た
ち
を
と

り
ま

く
性
の
現
状
」
。
中
教
審

は
７

月
1
4日

Λ
高
校
生
以
下

の
子

ど
も
の
性
行
為
を
容
認

す
べ
き
で

は
な
い
▽
と
い
う

立
場
で

性
教
育
指
導
す
る
と

も

の

で

、
池

の

底

を

浚

渫

し

、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
敷

設
し
て

保
水
効
果
を
高
め
、

掘り返された蓮池
円明園ただ今水不足で工事中

コ
ス
ト

も
削
減
す
る
と
い

う

も
の

だ
。

円
明
園
を
は
じ
め
、
北

京

い

う
基
本
方
針
を
示
し
た
。

性

教
育
バ
ッ
シ
ン

ク
に
対
応

し
た

方
針
か
？
　

し
か
し
日

本
の

現
状
は
、
1
0歳
代
の
ク

日本からも参加し連帯

の
公
園
は
い

ず
れ
も
長
く
水

不
足
に
悩
ま

さ
れ
て

き
た
。

円
明
園
の

毎
年
の

給
水
コ
ス

ト
は
数
百
万
元

単
位
（
日

本

円
で

は
数
千
万

円
単
位
）
。特

に

、
２
０
０
０

年
以
降
は
公

園

へ
の
給
水
制
限
が
厳
し
く

な
っ
て

水
不
足
が
さ
ら
に
深

メディアの大きな扱いに驚き

ラ
ミ

ジ
ア

が
激
増
。
子
ど
も

た
ち

を
、
安
易
な
性
体
験
や

援
助

交
際
に

走
ら
せ

る
商
業

ポ
ル
ノ

が
大
手
を
振
っ
て

い

る

。
。
田
代

さ
ん

が
中
高
生

に

売
れ
て
い

る
と

見
せ
た

雑

誌
の

特
集
は
「
ヤ
ラ
レ

方
マ

７

月
４
日

、
韓
国
で

世
界

女

性
行

進
が
行
わ
れ
た
。
雨

上

が
り

の

強

い

陽

射

し

の

中

、世

宗
（
セ

汗

ヨ
ン

）
文

化

会

館
前
で

集
ふ『

そ
の
後
、

ソ
ウ
ル
市

庁
舎
前
広
場
ま
で

刻
化

、
千
あ

が
っ
た

池
で

は

魚

が
死

ん

だ
。
そ

う

し

た

中
、
公
園
の

管
理
局
は
、
。他

の
公
園
で
も

す
で
に

実
施
さ

れ
て
い
た

、
池
の
底
へ
の
ビ

ニ

ー
ル

シ

ー

ト

敷

設

を

決

定

、
昨
年
秋
か
ら
工
事
に
取

り

掛
か
っ
た
。

は
「
自
分

が
レ

イ
プ
し

た
（
さ

れ
た
）
こ
と
の

自
覚
さ
え
な

い
人

が
多
い
」
。
「
何
で

性
の

教
育
を
た
め
ら

う
か
！
　

現

実
の
状
況

を
知
ら

な
い

。
セ

ク
シ
ュ
ア
ル

ー
ヘ
ル
ス

ー
ラ

イ
ツ
を
と
り
ま

く
国
際
的
保

守
派
の
動

き
が
あ
る
。
正
し

い
性
教
育
は
性

行
動
を
抑
制

す
る
」
と
い

う
。

坂
本

洋
子

さ
ん
（
教
育
と

自
治
埼
玉
ネ

″
ト
ワ

ー
ク
）

は

、
埼
玉
県
で
い

ま
大
問
題

と
な

っ
て
い
る

高
橋
史
朗
教

育
委
員

が
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ

リ

ー
、

性
教
育
に
つ
い
て

さ

ま

ざ
ま
な

バ
ッ
シ
ン

ク
を
徹だ 横 断 幕牛 ル ト を つ な い韓 国 の本 、

パ
レ

ー
ド
。
参
加
者
は
２
０

０

人

、
う
ち
日

本
か
ら
の
参

加
者
は

約
5
0人
だ
っ
た
。

韓

国

女

性

団

体

連

合

会

（
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｕ
）
の
チ

ョ
ウ

ー

ヨ
ン
ス

ク
事
務
局
長
の
報
告

だ
が
、

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー
ト

敷
設
に
よ
る
、
環

境
へ
の

影

響
を
懸
念
す
る
大
は

多
い

。

ビ

テ

ール

シ
ー
ト

敷
設
に
よ

る
汚
染
の
心
配
は

な
い
と

さ

れ
て

い
る
も
の
の

、
人
工

物

を
埋
め
込
む
こ
と
で

、
こ

れ

ま
で

水
不
足
の
中
で
も

保
た

れ
て

き
た
環
境

バ
ラ
ン
ス

が

崩
れ
る
可
能
性
は

考
え

ら
れ

る
。
後
日
、
公
園
管

理
局
が
、

事
前
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
実
施
し
て
い

な
か

っ
た
こ

と
や
、
保
水
す
る
こ
と
で

ボ

ー
ト
な
ど
に
よ
る
レ

ジ
ャ
ー

収
入
を
得
る
の

が
目
的
だ
っ

た
と
の
見
方

が
浮
上

、
大
き

な
論
議
を
呼
ん
で
い

る
。

敷
設

が
完
了
し
た

ビ

ー〒

ル

シ
ー
ト
を
撤

去
せ
よ

と
の

声
も
高
か

っ
た

が
、
北

京
市

は
こ
の
論
議
を

棚
上

げ
、
暫

時
現
状
を
維
持

す
る
宣
言
し

た
。
議
論
は
打
ち

切
ら

れ
た

が
、
多
く
の
人
の

心
の

中
で

は
、
こ
の

問
題
は
圭

だ
終
っ

て

い
な
い

。

底

的
に
行

っ
て
い

る
こ

と
を

紹

介
。

会
場
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
意

見

が
出
た

。
埼
玉
で

は
２

年

前
６
人
の

県
議
が
海
外
視
察

と
称
し

、
タ
イ
で

買
春
を
行

っ
た
こ
と

が
テ
レ

ビ
で

放
映

さ
れ
た

。
埼
玉
の

女
性
た
ち

は

怒
り

、
１
万
６
０
０
０

人

の
署
名
を
添
え

辞
職
と
再
発

防
止
請
願

を
行

っ
た
。
し
か

し
請
願
は
不

採
択
。
６

人
は

辞
職
ど
こ
ろ
か

、
４

月
か
ら

工
人
は
議

長
に

な
り
、
２

人

は

監

査

委

員

と

い

う

要

職

に
。
「
県

民
を
な
め
き
っ
て

い
る
。
私

達
は

再
度
署
名
を

の

後
、
チ

ュ
ン

ー
ヒ

ュ
ン

バ

ク

共
同
代

表
（

成
均
館
大
学

史

学
科

教
授
で

、
３

力
国
共

同
編
纂
歴

史
教
科
書
の
編
纂

に
協
力
）

が
主
催
者
側
を
代

表
し
て

挨
拶
し

た
。
日

本
連

絡

会
を
代

表
し
て

挨
拶
し
た

堀

江
ゆ
り

・
日

本
婦
人
団
体

連

合
会

会
長
が
、
持
参
し
た

ギ
ル
ド

を
示
し

な
が
ら
、
国

内

の

取

り

組

み
（
男

女

平

等

、
憲
法
９

条
擁
護
、
核
廃

絶

な
ど
）
を
紹
介
し
、
小
泉

首
相
の

靖
国
参
拝
に
反
対
／・

と

述
べ
る
と
、
大
き
な
歓
声

が
上

が
っ
た

。

韓
国

女
性
の
リ
レ

ー
・
ト

ー
ク
で

は
４

人
が
発
言
。
息

子

が
徴
兵
制
で

入
隊
し
て
死

亡
し
た
母

親
は
、
最
近
明
ら

か
に

さ
れ
始
め
た
軍
隊
内
の

い
じ
め

、
人
権
侵
害
の
根
絶

を
求
め
た

。
若
い

母
親
労
働

者
は

「
最
低

賃
金
は
実
際
の

生
活
費
の

半
分
で

、
夜
も
働

い
て
い

る
」
と

、
非
正
規
雇

用
の

増
加
と
貧
困
化
の
実
態

を
告
発
。
「
平
和
を
つ
く
る

女

性
の

会
」
キ
ム

ー
ジ
ョ
ン

ス

共
同

代
表
は

「
女
性
団
体

は
団
結
し
て

過
去
の
戦
争
を

乗
り
越
え

、
ア

ジ
ア
の
平
和

を
つ
く

ろ
う
」
、コ

リ
ア

女
性

ホ

ッ
ト
ラ

イ
ン

か
ら
は
、
ト

ラ
フ

ィ
キ
ン

グ
や
買
春
の
根

絶
が
訴

え
ら
れ
た
。

韓
国

の

女

性

行

進

宣

言

（

女
性
に

対
す
る
暴
力
の
根

絶
、
貧
困
の
女
性
化
ス

ト

″

プ
、
戦
争
反
対
、
平
和
を
）

の

発

表

後
、
パ

レ

ー

ド

開

始
。
韓
国
の

女
性
は
紫
、
日

本
の
女

性
は
黄
色
の
バ
ン
ダ

ナ

を
つ

け
、
世
界
女
性
人
間

憲
章
の

「
平
等
・
自
由
・
連

帯
・
正

義
・
平
和
」
を
英
語

・
韓
国
語
で

シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ

ー
ル

、

「
ウ
ィ

ー
シ
ャ
ル

ー

オ
ー
バ
ー
カ
ム
」
を
歌
い
、

元
気
に
行
進
し
た
。

日

本
か
ら
の
参
加
者
は
、

韓
国
の

女
性
た
ち
へ
の
メ

″

セ

ー
ジ
を
書
い
た

「
連

帯
力

行
い
、
徹
底

解
明
と
再

発
防

止
の
た
め
政

治
倫
理

条
例
の

制
定
を
求
め
る
」
と

埼
玉
フ

ェ
ミ
ネ

″
卜
の
人
々
は

早
速

運
動
を
始
め
る
と
い

う
。

司

会

の

笹

倉

尚

子

さ

ん

（
埼
玉
フ

ェ
ム
ネ

″
卜

）
が

「
埼
玉
で
は

、
こ

れ
か
ら
条

例
の
見
直
し
な

ど
の
動

き
が

出
か
ね
な
い

。
各
地
で

ジ
ェ

ン

ダ
ー
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ

く
り

、
チ

ェ

″
ク
。
地
域
か

ら
男
女
共
同

参
画

社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」

と
参
加

者
の
声
を
ま
と
め
た

。
埼
玉

の
夏
は
あ
つ
い
夏
に

な
り
そ

う
だ
。

Ｉ
ド
」
と
、
そ
の
内

容
を
（

ン

グ
ル

語
に
翻
訳
し
た
チ
ラ

シ
を
沿
道
の
人
々
に
配

布
。

歩
道
を
パ
レ

ー
ド
し

た
こ

と

も
あ
る

が
、
ほ

と
ん
ど
の
人

が
受

け

取

っ
た

こ

と

に

感

動
。終
結
地

点
の

市
庁
舎
前
広

場
は

、
２
０
０
２

年
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ
で

、
応
援
団
に
埋

め
尽
く

さ
れ
た
と
こ

ろ
。
紫

と
黄

色
の

バ
ン

ダ
ナ

を
全
て

結

び
合
わ
せ

、
噴
水
の
周
り

に
大
き

な
円

陣
を
つ

く
り
、

韓
国
か
ら

、
次
の
リ
レ

ー
先

で
あ
る
フ

ィ
リ

ピ
ン

の
女
性

に

ギ
ル

ド

が
手

渡

さ

れ

た

（
紛
失
し
て
い
た

連
帯
ギ
ル

ド

は

、
無

事

発

見

さ

れ

た

が
、
こ
の
時
に

は
間
に

合
わ

な
か

っ
た
）
。

メ

デ
ィ
ア

が
多
数
取
材
。

Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
が
当
日

夜
と

翌
朝
に

報
道
し

、
翌
日
の
『
朝

鮮
日
報
』
、
『
コ
リ
ア

ー
タ
イ

ム
ス
』
な
ど
６

紙
に

大
き
な

写
真
入
り
で
行

進
の

記
事
を

掲
載
と

、
日

本
と
は

全
く
異

な
る
扱
い
に

驚
い
た

。

『
国

民
日
報

紙
』
に

は
、

「
日
本

の
戦

争
責
任
、
教
科
書
で

教

え
よ
」
の

タ
イ
ト
ル
で

、
堀

江
代
表
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記

事

が
カ
ラ

ー
写
真
入
り
で

掲

載
さ
れ
た
。

（
報
告

日
全

労
連
女

性
部
長

・
柴
田

真
佐
子
）

ロ
ン
ド
ン
で

ま
た
起
き
た
爆

破
事
件
で

、
警

官

が
容
疑
者
を

射
殺
し
た
と
い

う

報

を

聞

い

て

、

び
っ
く
り

し
た
。
私
の

硴

撚

で

は
、
こ
ん
な
場
合
は

足
を
ね
ら
っ
て

殺
さ
な
い
も

の
だ
と
思
っ
て

い
た
か
ら
▼

そ

の

後
、
射

殺

さ

れ

た

大

は
、
全
く
事
件
に
無
関

係
の

2
0代
の

ブ
ラ

ジ
ル

大
電
気
技

師
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
さ

ら
に
驚
い
た
。
フ
レ

ア

警
視

総
監
が
、
遺
憾
の
意
を

表
明

す
る
い
っ
ぽ
う

、
テ
ロ
犯
の

疑
い
の
あ
る
人
物
を
射
殺
す

る
方
針
は
正
し
く
「

今
後
も

新
た
な
犠
牲
者

が
出
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
の

を
聞

い
て

、
も
う
、
耳
を
疑

っ
た

▼

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
。

ロ
ン

ド
ン
警
視
庁
は

、
前
警

視
総
監

が
イ
ス
ラ
エ
ル

を
視

察
し
て

、
容
疑
者
の
頭

を
ね

ら
っ
て

撃
つ
方
針
を
決
め
た

の
だ
そ
う
で

、
自
爆
テ

ロ
を

止
め
る
に
は
脳

を
即

時
破
壊

す
る
し
か
な
い
と
い

う
の
だ

が
▼
も
し
、
容

疑
者

が
、
今

回
の
よ
う
に
シ
ロ
だ

っ
た
場

合
、
こ
の
人
の
人
権
は

ど
う

な
る
の
か
。
い
や

、
本
当
に

犯
人
だ

っ
た
と
し
て

も
、
裁

判
も
せ

ず
、
い
き
な
り

殺
し

て

い
い
の
か
。
テ
ロ

を
実
行

さ
れ
た
ら
多
数
の
無

辜
の
市

民

が

殺

さ

れ

る

と
い

っ
て

も
、
人
の
命

を
こ
ん

な
風
に

扱
っ
て

い
い
の
か

。
「
死
刑

反
対
」
を
い
う
以
前
の

問
題

と
思
う

が
▼
さ
す

が
に
メ

デ

ィ
ア

な
ど
か
ら

批
判

が
出

、

射
殺
現
場
に
は

、
死

を
悼
ん

で

、
市
民
か
ら
の
花

束
が
山

と

積

ま

れ
て

い

る

よ

う
だ

が
。
日
頃
、
人
権
の
叫

ば
れ

て

い
る
国
で

起
こ

っ
た
こ
と

の
怖
さ
▼
テ
ロ

、
報

復
。
目

に

は

目

を
。
報

復

の

論

理

が
、
こ

う
し
た

強
圧

的
な
鎮

圧

方

針

を

生

む

の

だ
と

思

う
。
暴
力
容
認
は
怖
い

。

あすなろ書房

突
然
の
来
訪
者
。
そ
れ
は
少
女

ア
マ
ン
ダ
の
長
い
夜
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

秘

密

の

道

を

・
ｊ

ｎ

ぬ
け
て

正
し
い
と
信
じ
る
こ
と
の
た

め
に
、
危
険
を
か
え
り
み

ず

奔
走
す
る
人
々
の
強
さ
に
心

う
た

れ
る
感
動
作
！

囗
ニ

ー

・

シ
ョ

ツ

タ
ー

著
　

千

葉

茂
樹

訳
　

中

村

悦
子

絵

第
5
1回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ

ン
ク
ー
ル

中
学
校
の
部

課
題
図
書

こ

さ
と
し

自
然
の
し
く
み

地
球
の
ち
か
ら

後期５巻

絵
と
文

・
か
こ

さ
と
し
　

子

ど
も
の
た

め
の
自
然
現

象
・
地
球
活
動
絵

本
。
自

然
大
好

き
、
科
学
大
好

き
な
子

の
た
め

に
、
自
然
と
地

球
の
ふ
し
ぎ
を
楽
し

く

伝
え

る
シ
リ
ー
ズ
。

Ａ
４
変
型
判
　

●
各
１
８
９
０
円

刊
　
刊
　

伺
　
刊
　

刊

匱
　
呶
　

匱
　
脯
滌
一

変
え
る
、
と
い
う
前
に
Ｉ

Ｉ
度
読
ん

１１

の

約

束

え
ほ
ん
教
育
基
本
法

httｐソ/ｗ　ｗｗ.asunaroshobo. ｃｏ.jp

〒162-0041 東 京 都新 宿区 早稲 田鶴 巻 町551-4

Tel:03-3203-3350 Fa ｘ:03-3202-3952農文協俗言愆竺笞螽

伊
藤
美

好

・
池
田

香
代
子

著
／
沢
田
と

し
き

絵
／
定
価

一
八
四
〇

円
（
税
込

）

今
、
教
育
基
本
法
を
変
え
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
で
も

、
本
当
に
変
え
る
必

要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
も
う
一
度
立
ち
ど
ま
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
、
全

て
の
子
ど
も
と
大
人
に

、
こ
の
１
冊
を
お
く
り
ま
す
。
条
文
を
や
さ
し
い
こ
と
ば
に
お

き
か
え
た
、
読
み
や
す
い
教
育
基
本
法
の
本

。

木(冫)息づがひが聞こｉ こ（ る

佐麟忠良 画

木

難 で は 地 球 を 救 え な い

~エスペラント語を作ったｻﾞﾒﾝﾎﾌ の物語~12ヵ月の 防雪回
定価840円

一本の木をじっと見た

ことがありますか？

木はいろいろなことを

語りかけてくれます。
彫刻家 、佐 藤忠 良が描 く木 の命の物 語。

静が右感励も呼ぶ鮭本

ハルばあちゃんの手
山中 恒 文／木下 晉 絵

５才 から 定価1,575 円

鷙ﾚ
豁

㈲
軍

以

上

前
、

世
界

｀
平
和

を
目

指
Ｕ

’
‘

世
界

を
つ

な
ぐ

言
禦

を
つ

く
っ

た
男

が
い

た
・
・・

お て つ だ い

１月、おてつだいにやって来たのは

雪だるま。ぼくとポチのために七草

がゆをつくってくれた。２月にあら

われたのは誰?　12 ヵ月のあいだに

どんなおてつだいがあるのかな？

きっと、おてつだいがしたくなる全

12話の絵本。　 定価[1,050円(税込)

パンタめ

作･野中 柊 絵･長崎訓子

一人 の女性 の人生 を

感動的 に語 りま す。

夏休みお薦 めの一冊。

和田登・ 著　高田勲 ・画

定 価1365 円 （本体1300 円 ）

216mmX145mm  192頁

食いしん坊で、料理

上手なコックさん、

ボンボンのみんなが

ハッピ ーになれるお

いしいお話です。

定価1,260円( 税込)

福音館書店 に^智.罌肚黯な畆?
理 論 社 謡 鴿 Ｗ ｍ 騏 四|| 文 溪 堂 こ 雪 ご 愆 オ3-16-12

p
冊　　htt

ｐ://ｗｗｗ.rironshｌｃ０.jｐ/　　　　　　　　　　　TEL 03-5976-1515  FAX 03-5676-1518

ニ
ュ
ー
ス

／
｀
り
つ
ぷ

・

ロ
ン

ド
ン
で

ま

た
連

続
爆

発
同

時
爆

発
テ

ロ
事

件
が

起
こ

っ
た

ば
か
り

の

ロ
ン

ド
ン
で

、

ま

た

爆

破

未

遂

事

件

起
こ

る

（
2
1
日
）

・

韓
国

大

法
院
財

産
分

与
で

男

女
平
等

明
確

に

韓

国

大

法

院

（
最

高

裁
）

は

、
2
1日

成

人

女

性

も

宗

中

（
同

じ
先

祖

を
持
つ

同
姓
の

血

縁

集
団
）
の

構

成

員
と

し
て

認

め

る
判
決

を
下

す
。

宗
中

が
管

理
し
て

い

た
不

動
産
の

売

却
を

め

ぐ
り
不

平
等

な
扱
い

を

受
け

た

既
婚
女

性
８

人

が
訴
え
て

お

り

、
「

娘
た
ち

の
反

乱
」

と
よ

ば
れ
た
。
大
法
院
は
「
従
来
の

慣
習
法
は
も
は
や
法
的
効
力
を

持
ち
え
な
い
」
と
明
言
、
新
聞

は
「
家
父
長
制
の
最
後
の
象
徴

取
り
除
く
」
と
報
道
。

・

人
民
元
切
り
上
げ

中
国
人
民
銀
行
は
2
1日
、
米

ド
ル
に
事
実
上
固
定
し
て
い
た

人
民
元
為
替
制
度
の
改
革
を
決

め
、
即
日
実
施
。
対
米
ド
ル
２

・
１
％
切
り
上
げ
。

・

道
路
公
団
副
総
裁
逮
捕

惠
只
地
検
は
2
5日
道
路
公
団

内
田
副
総
裁
を
逮
捕
。
高
架
橋

工
事
で
談
合
を
知
り
な
が
ら
遂

行
を
助
け
５
０
０
０
万
円
の
損

害
を
公
団
に
与
え
た
疑
い
。
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国
内
外
で
様
々
な
取
り
組
み

国
際
児

童
基
金
（
ユ

ニ
セ

フ
）
、世
界

観
光

機
関
、
国
際

ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
Ｅ
Ｃ

Ｐ
Ａ
Ｔ
（
ス

ト
ッ
プ
子
ど
も
買
春
の
会
）

な
ど
が
推
進
し

、
世
界
1
7力

国
、
5
8の
旅
行
・
観
光
業
者（株 ） ジ ェ イテ ィ ー ビ ー 広 報 室 マ ネ ー ジ ャ ー 三 ツ 橋 明 子 さ ん が 取 り 組 み を 紹 介

・
業

界

団

体

が

参

加

す

る

「
子
ど

も
の

買
舂
防
止
の
た

め
の
旅
行
・

観
光
業
界
倫
理

行
動
規
範
」（
コ

ー
ド
プ
ロ
ジ

ェ

ク

ト
）
に

、
今

年

の
３

月
、
日
本
旅
行
業

協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｔ

Ａ
）
と
日

本
ユ

ニ
セ
フ

協
会

、
Ｅ
ｃ

Ｐ
Ａ
Ｔ

が
調

印

し
、
日
本
の
コ

ー
ド
プ
ロ
ジ

ェ

ク

ト

推

進

協

議

会

が

発

足
。
現
在

、
日
本

旅
行
や

近

畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト

な
ど
約

8
0社
の
企
業

が
参
加
し
て
い

る
。同

推
進
協
議
会
は
2
1日

、

「『
誓
約
』
か
ら

『
ア

ク
シ

ョ

ン

へ
』
」
と
題
し
た
第
１
回
研

修
セ
ミ
ナ
ー
を
高
輪
ユ
ニ
セ

フ
（

ウ
ス
で

開
催

。
企

業
・

団
体
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

担
当

者
を
対
象
に

、
こ

れ
ま
で
の

動
き
や
海
外
の
運
用

事
例
、

国
内
企
業
の
取
り

組
み

な
ど

を
紹
介
し
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

参
加
の
各
社

が
具
体

的
な
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
よ

う
促

し
た
。
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
専
務

理
事
・
東
郷
良
尚

さ
ん
が
。

「
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
よ

っ
て
、
国
の

貧
富
の

差

が
拡
大
。
貧
し
い
国
の
子

ど

も

が

人

身

売

買

さ

れ
て

い

る
。
ア
ジ
ア
だ
け
で
１
０
０

万
人
の
子
ど
も

が
売
買

・
性

産
業
に
従
事

さ
せ
ら

れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と

世

界
の
状
況
を
説
明

。

日
本
は
外
国
旅
行
で
の

買

春
、
売
ら
れ
る
女
性
の
受
け

入
国
と
し
て
世
界
か
ら
非

難

を
浴

び
て
い
る
。
国
は

、
9
9

年
に

「
児
童
買
春

・
児
童

ポ

ル

ノ
禁
止
法
」
、
0
4年
６
月
に

同
法
の
改
正
法
と

、
ｎ

月
に

「
児
童
福
祉
法
」
の

改
正
法

を
。
ま
た
、
今
年
の
６
月
に

は
、
こ
ど
も
の
保
護

も
視
野

に
い
れ
た
人
身
売
買

を
禁
止

す
る
法
律
を

、
刑
法
に
設

け

７

月
８

日
濔
の
夜
か
ら

９
日
田

の

午

前

に

か

け

て

、
「
金
子
み

す

ゞ
の
世

界
～
み

す

ゞ
の
心
を
た
ど

り

、
義
仲
ゆ
か
り
の
垉

を

た

ず

ね
る
～
」
が
国
立
女

性
教
育
会
館
で

開
催
さ
れ

ま
し
た

。

中世の世界に
思いをはせる

る
な
ど
の
法
整
備

を
行

っ
て

き
た
。
そ
し
て

、
旅
行
関

連
業
界

が
や
っ
と
動
き
始
め
た

。

こ

の
コ

ー
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト

に
参
加
す
る
企

業
・
団

体

は
、
①
企
業

ポ
リ
シ

ー
で

商

業
的
性
搾
取
に
反
対

す
る

立

場
を
明
ら
か
に
す
る

。
②
海

外
勤
務
者
を
含
め

、
従
業
員

を
教
育
・
訓
練
す
る

。
③
海

外

の
業
者
と
の
契
約
に

、
こ

ど
も
の
性
搾
取
を
拒
否

す
る

条
項
を
入
れ
る
。

④
カ

タ
ロ

グ
、
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
映
像

な
ど
で

、
旅
行
者
に

情
報
の

提
供
。
⑤
旅
行
目
的
地
の

現

地
有
力
者
に
情
報
の

提
供
。

⑥
こ

れ
ら
の
実
施
状
況
に
つ

い
て

毎
年
、
Ｅ
Ｃ

Ｐ
Ａ
Ｔ
に

報
告
を
行
う
責
任
を

負
う
。

Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ａ

Ｔ
の

斉
藤

恵
子

さ
ん
は
、
コ

ー
ド

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
海
外
企
業
の
取
り

組

み

に
つ
い
て

い
く
つ
か

を
紹

介
。
例
え
ば

、
タ
イ
の

パ
ン

パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル

ー
バ

ン
コ

ク
で

は

、
タ
イ
国
内
で

最
も
貧
し

い
県
か
ら
研

修
生

初
日
は
、「
金
子
み
す

ゞ

の
世
界
」
と
題
し
て
尾
形

明
子
講
師
（
東
京
女
学

館

大
学
教
授
）
の
講
演

。
み

す

ゞ
生
誕
の

地
、
仙
畸
で

講
師
自
身
が
見
た
鮮
や
か

な
夕
日
の
色
に

感
動
し
た

話
や
、
み
す

ゞ
の
生
い

立

Jへ
厶.･　　.　｀　丶－ ブ 丶

Ｉ

Ｉ

Ｉ

鎌形 八 幡 神 社 を 見 学

1
１

１

辧θvement

◆
か
な

が
わ
・
女
の
ス

ペ

ー
ス

ぶ

ず
う

Ｄ
Ｖ

法
の
施
行
と
共
に

、

み

ず
ら

に
課
せ
ら
れ
て

い
る

社
会
的
な
要
請
は
ま
す
ま

す

ち
と
結
婚
、
そ
の

時
代
背

景
、
彼
女
の
童
謡
の

数
々

の

解
釈
な
ど

、
講

演
内

容

が

様
々

な

色

を

連

想

さ

せ

、
微
妙
な
色
彩
の

プ
リ

ズ
ム
を
覗
い
て

い
る
よ

う

な
感
じ
で

し
た
。

２

日
目
は
、
村
上

伸
二

講
師
（

嵐
山
町
教
育

委
員

会
）
の
講
義
と
案
内
で

嵐

山
町

の
歴
史
探
訪

。
講
師

は

、
長
年
嵐
山
町
の

史
跡

調

査
に
携
わ
っ
た
経

験
か

ら

、
地
形

と
歴
史
を

交
叉

さ
せ

た
大
変
興
味
深
い
解

説
を
さ
れ
ま
し
た

。

会

館

の

あ

る

嵐

山

町

は

、
旧
石

器
時
代

か
ら

近

代
に
至
る
ま
で

、
多
く
の

遺
跡
・
史

跡
が
あ
り

、
な

か
で

も
中
世
は
木

曽
義
仲

宮

ｍ

重

忠
な

ど
、
ゆ
か

り
の
あ
る
地
で

も
あ
り

ま

す
。
会
館
近
く
の
大

蔵
垉

と １
バ
羊

区
は
、
鎌

倉
街

道
と
江
戸

湾
に
注
ぐ
入
関
川

水
系
の

都
幾
川

が
交
差

す
る
垉

で

、
人
と
文
化

、
物
資
が

集
積
す
る
場
所
で

あ
っ
た

と
の
こ
と

。
こ

う
し
た

条

件

が
武
将
達
の
活
動
の
場

と
な
る
背
景
に
あ

っ
た
の

で

し
ょ
う

。

カ
ン
パ
の
お
願
い

拡

大

。
こ

の
１

年

で

２

２

２

件

、
４

４

３

人

の

女

性

と

女

性

を

シ

ェ
ル

タ

ー

に

保

護

。

ま

た

昨

年

、

第
４

に

シ

ェ
ル

タ

ー

を

開

設
し

ま

し

た

。

主

旨
に

賛

同
し

、

カ

ン

パ

を

お

願

い

し

ま

す

。

郵

便

振

込

口

座

番

号
　

０

０

２

３

０
－

７
－

６
４

６

９

５
　

加

入

者

名
・
・
・
か

な

が

わ

女

の
ス

ペ

ー

ス

み

ず
ら

問
い

合
わ
せ

＝
合

０

４
５

・
４
５
１

・
３

７
７
６

◆
ま
さ
み
さ
ん
を
支
え
る

会
青
梅
信
用
金
庫
北
野

支
店

で

は
、
お
客
さ
ん
か
ら
預
か

っ
た
税
金
を
紛
失
。
そ
の
責

任
を
パ
ー
ト
の
ま
さ
み
さ
ん

に

押
し
つ

け
た
の
で

す

。
も

ち
ろ
ん
冤
罪
で

、
裁
判
中
で

す
。
理
不
尽
な
闘
い
を

強
い

大
蔵

館
跡

、
そ
の

主
で

あ

っ
た
源
義
賢

（
義
仲
の

父
）
の

墓
、
斑

渓
寺
（
義

仲
の
妻
の
山

吹
姫
が
息
子

義
高
の
追
福
の
た
め
に

建

立
）
、
鎌
形
八
幡
神
社
（

義

仲
の
産
湯
に
つ
か
わ

れ
た

清
水

が
あ
る
）

等
、
そ

れ

ぞ
れ
伝
承
で
は

あ
り
ま

す

が
、
義
仲
ゆ
か
り
の
地

を

訪
ね
、
中
世
の
世
界
に

思

い
を
は
せ
ま
し
た

。

（
ヤ
マ
ユ
リ
）

独 立 行 政 法 人

国 立 女 性 教 育 会 館( ヌ エ ッ ク)

〒355-0292 埼 玉 県 比 企 郡

嵐 山 町 大 字 菅 谷728 番 地

O0493･62･6711  (代)

Ｕ Ｒ Ｌ htt ｐ  / ｗｗｗ. ｎｗｅｃ.
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ら

れ
て
い

る
ま
さ
み

さ
ん
を

支
え

る
た
め
、
カ
ン

パ
を
募

る
と

共
に
、
支
援
（

ン
ド
タ

オ
ル

を
販
売
し
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ

、

ご
協
力
下

さ
い
！

工

枚
カ
ン

パ
込
み
で
３
０
０

円
で

す
。

青
梅
信
金
冤
罪
被
害
者
ま

さ
み

さ
ん
を
支
え

る
ふ
茹
0
3

・
５
３
５
２

・
６
６
３
０
／

砌
0
3・
３
３
２
０

・
８
０
９

３
（

女

性
ユ

ニ

オ

ン

東

京

内
）

恥

剛

川

剛

胆
一
ぐ

◆
憲

法
・
平

和
・
教

育
を

守

る
　

毋
と

女
性
教

職

員
の
会

全

国

集
会

▽

全
体

会
　
1
0
時
～
1
6
時

恵

示
厚
生

年
金
会

館

（
地
・

新

宿

御
苑
駅
５

分
）
　
　
「
子
ど
も

た

ち

に

平

和

な

未

来

を
（

仮

題
）
」
久
保

田
眞
苗
（
「
憲

法
」

を

愛

す
る
女

性
ネ

″
卜
代

表
）
、
映

画

『
ペ
ア
テ

の
贈
り

も

の
』
上

映
ほ

か
　

▽
分
科

会
　

２

日
㈹

1
0時

～
1
5
時
3
0
分
　

日

本
教

育

会

館
、
総

評
会
館

（
垉

・
新
御

茶
ノ

水
駅
Ｂ

３
出

口
お

く
）

「
性

と
生
≒

女
と

男
の

自
立
を

平
等

」「
女

性
労
働

」
な

ど
1
5
分

科
会
　

主

催
・：
Ｊ
Ｔ

Ｕ
日

本
教

職

員
組
合

◆

斎

藤

千

代

さ

ん

の

お

話

「
あ

ご
ら
」

３
０
０

号

出
版

を

お
祝

い
し

て

1
8時
　

９

条
連

オ
フ

ィ
ス

テ

ー
マ

「
な
ぜ
私

は
、

女
の
雑

誌

を
つ
く

っ
た
か

」
１
０
０

０

円

（
茶
菓

付
き
）
　

連

絡
・
＝
憲

法
９

条

連

一`
0
3・
３

４
４
２

・

２
３
３

３

８
１

刪
2
1
9
1

釧

一

ぐ

◆

郵

政
民
営
化
問

題
と

国
民

の
く
ら
し

1
3時
3
0
分
　

衆
議
院

第
２

議

員
会
館

（
地
・
国

会
議

事
堂
前

駅
５

分
）
　

宮
下

忠
安

（
元
参

院
予

算
委

員
会
調

査
室

長
）

７
０
０

円
　

申
込
み

・
問
合
せ

・・
白

本
婦

人
有
権

者
同

菎

。
0
3

・
３
３

７
０

・
２
７

２
７

馴

引

剛

釧

一

ぐ

◆
石
原
都
知
事
に
靖
国
神
社

参
拝
の
中
止
を
求
め
る
市
民
の

集
い1

3時
3
0分
　
都
庁
・
議
会
棟

南
側
６
階
第
１
会
議
室
（
地
・

都
庁
前
駅
す
ぐ
）
　
集
い
後
、

参
拝
中
止
の
申
入
れ
、
共
同
記

者
会
見
　
問
合
せ
…
平
和
遺
族

会
全
国
連
絡
盒

。０
４
２
・
５

７
４
・
９
２
１
０

町

刪

削

刮ぐ

◆

公
害

研
究

者
・
宇
井

純
講

演

会

「
水

俣
病
事

件
か
ら

考
え

る
公

害
と

環
境
」

1
3 時
3
0
分
　

貝

塚
市

職
員
会

館
（

水

間

鉄

道

・
「
市

役

所

前
」

駅
５

分
）
　

無
料
　

主
催

・
汞

俣
・

貝
塚
展

実
行

蠹

－
Ｏ

７
２
４

・
3
1
・
６
９

０
１

◆
８

月
６

日
に

平
和
と

憲
法

を

語
る
～

城
山
三

郎
戦
争

文
学

全

集
発
刊

記
念

皿

時

藤
沢
市
民

会

館
（
藤

沢
駅
1
0
分
）
　

対

話
＝
・
佐
高
信

（

評

論

家
）
、
城

山

三

郎
（
作

家
）
　

５
０

０
円
　

連

絡
・
問

合
せ
・
・・
憲

法
行
脚
の

余

脂

・

５
５
７

０

・
５

５
０
４
　

共

催

＝
・
実

行
蠹

－
０
４
６

６

・
2
5・

5

３

６

３

（

藤

沢

事

務

所

）

馴

引

。刪

削

一

ぐ

◆

み

ぢ

か

に

迫

る

ジ

ェ

ン

ダ

ー

バ

ッ

シ

ン

グ

1 3

時
3
0

分
　

広

島

市

女

性

教

育

セ

ン

タ

ー
（
「

鷹

の

橋

」

電

停

前

）
　

河

野

美

代

子

（

産

婦

人

科

医

）
、
加

納

実

紀

代

（

敬

和

学

園

大

教

員

）
、
若

尾

典

子

（

県

立

広

島

大

教

員

）
　

１

０

０

０

円

主

催

・
・
・
ひ

ろ

し

ま

女

性

学

講

座

、

男

女

共

同

参

画

を

考

え

る

会

ひ

ろ

し

ま

讐

０

８

２

・

２

１

１

・

０

２

６

６

（

高

雄

）

◆

嶇

改

憲

反

対

」

の

ア

ピ

ー

ル

を

つ

く

ろ

う

Ｉ

ぶ

《

Ａ

ｇ

ａ

ｉ
コ
ｓ

ｔ
　
ｔ
ｈ

ｅ

　
Ｃ

ｏ

コ

ｓ

ｔ
iｔ

ｕ

ｔ
ｉｏ

ｎ

　

Ｃ

ｒ
iｓ
i
ｓ
!
 
―

反

改

憲

プ

ロ

ジ

ェ

ク

と

①

「

平

和

主

義

」1 4

時
　

高

井

戸

地

域

区

民

セ

ン

タ

ー

（

京

王

井

の

頭

・

高

井

戸

駅

３

分

）
　

※

５

テ

ー

マ

に

よ

る

連

続

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

中

野

敏

男

（

東

京

外

語

大

教

員

）
　

５

０

０

円

主

壟

・
・
Ｘ

Ａ

Ｙ

―
Ｐ

ｅ
ａ
ｃ
ｅ

 

Ｐ

Ｒ

〇

Ｊ
Ｅ

Ｃ

Ｔ

電

子

メ

ー

ル

ｓ
ａ
ｙ
_

ｐ

ｅ

ａ
ｃ
ｅ
_

ｐ

『
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
t

＠

ｈ
ｏ
t
m
a
i
l
.
ｃ
ｏ

ｍ

　
Ｕ

Ｒ

Ｌ

　
ｈ
t
tｐ

　

　
ｙ
w
w
w
.

ｓ
ａ
ｙ

ｐ
ｅ

馴

引

田

州

一
ぐ

◆
ユ

ニ
セ
フ

子
ど

も
セ
ミ
ナ

ー
２

０
０
５

夏

「
音

の
な
い

戦

争
‐
Ｈ
－

Ｖ

／

エ
イ

ズ
に
つ

い

て
考
え

よ
う
Ｉ
・
」

1
0時
～
1
6
時
　

ユ

ニ
セ
フ
（

ウ
ス
（

品
川
駅
西

口
７

分
）

橋
本

幹
雄
（

郭
エ

イ

ズ
予
防

財

団
国

際
協
力

部
）
　

無
料
　

要

申
込
み
　

主
催

・
問

合
せ
・
＝
郭

ユ
ニ
セ
フ
協（
器
0
3
・
５
７
８

９
・
２
０
工
６
広
報
室

馴

引

剛

烈ぐ

◆

「

ベ
ト
ナ

ム
戦

争
終
結
3
0

年
‐

ア

メ
リ
カ

の
化

学
戦
争

犯

罪
」1

9時
　

ジ
ュ
ン

ク
堂

書
店

池

袋

本

店
４
Ｆ

喫

茶
　

北

村

元

（
フ

リ

ー
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）
、

中
村
梧

郎
（
報

道
写
真

家
）

１
０

０
０

円
　

連
絡

・
問
合
せ

・
＝
同

雲

。
0
3・
５

９
５
６

・
６

剤

倒

倒
一

◆

〈
戦
後
6
0
年
’
・
世

界
連

帯

８

月
行

動
〉
愚

安
婦
問

題
の
即

時
解

決
を
！
』
－

日
本

政
府
は

被

害

者

の

声

に

応

え

よ

’
・

1 8

時
3
0

分
　

墓

示

ウ

″

メ

ン

ス

プ

ラ

ザ
　

発

言

・
・
・
キ

ル

ー

ウ

オ

ノ

ク

、

フ

ァ

ン

ー

ク

ム

ジ

ュ

、

チ

ャ

ン

ー

ジ

ョ

ム

ド

ル

、

イ

ー

ヨ

ン

ス

、

挺

対

協
　

講

演

…

川

口

和

子

（

弁

護

士

）
　

１

０

０

０

円
　

呼

び

か

け

…

戦

後

6 0

年

、

日

本

軍

「

慰

安

婦

」

問

題

緊

急

行

動

ネ

″

ト

ワ

ー

ク

ａ
ｓ
ｃ

 
―

 ｒ
ｅ
ｇ

ｉ
ｓ
t
ｅ

ｒ
 
＠

　ｙ
ａ

ｈ
ｏ

ｏ

 
.

Ｑ
０

．
右

隰

鬪

・

３

６

８

６

・
－

９

５

４

◆

２

０

０

５

年

戦

争

は

ご

め

ん

女

性

の

つ

ど

い

1 8

時
3
0

分
　

全

国

教

育

文

化

会

館

（

地

・

麹

町

駅

５

、

６

番

出

口

す

ぐ

）
　

講

演

「

戦

後
6
0

年

匚

歴

史

認

識

と

現

代

の

私

た

ち

」

石

山

久

男

（

歴

史

教

育

者

協

議

会

委

員

長

）
、
女

性

行

進

韓

国

リ

レ

ー

の

報

告
　

８

０

０

円

主

催

＝

白

本

婦

人

団

体

連

合

会

四
0
3

・

３

４

０

１

・

６

１

４

７

８
１

剛

個

別

一

ぐ

◆

戦

後
6
0

年

、

平

和

創

造

へ

の

構

想

を

ト

ト

小

泉

首

相

、

石

原

都

知

事

は

靖

国

神

社

参

拝

の

中

止

を

Ｉ
　

ア

ジ

ア

の

平

和

と

コ
ラ

ー
ジ
ュ
」
同
時

開
催
　
（
1
7

日
㈲
ま
で

）
　

主

催
・
・・
市
民

文

化
フ

ォ
ー
ラ
ム

容
0
3
・
３
６
０

９

・
７
６
８

９

（
柴
田
）

◆
２

０
０

５
年
　

わ

た
つ

み

会
８

・
1
5集
会
「
戦

後
6
0年
、
私

た
ち
は

ど
ぅ
生

き
て
き
た

か
」

1
3時

家

の

光

会

館
７
Ｆ

（
飯
田

橋
駅
西

口
５

分

）
　『
も

う

一
つ
の

く
も
は

や
戦

後
で

は

な
い
〉
』
　
加
納
実

紀
代

（
敬
和

学
園
大

教
授
）
　

世
代
を
つ

な

ぐ
討

論
　

１
０
０
０

円

、
7
0歳

以
上
８
０
０

円

、
学
生
７
０
０

円

主

催
・
問
合
せ
・
・・
わ
た

つ

み
（
６

＆

隰
ｕ

・
３
２
６
９

・

８
０

７
１

◆
第
3
2
回
靖
国

国
営

化
阻
止

・
８

・
1
5東
京
集

会

1
4時
　

ル
ユ

无

市
ヶ

谷
セ

ン
タ

ー

テ
ー

了

・
「
慰

霊
・

追
悼
」

と

「
国
民

統
合

」
　

講

師
・
＝
鵜

飼

哲
（

一
ツ

橋

大

教

授
）
　

７
０

０
円

剤

倒

箙

一

◆
ｃ
－

Ｒ
ｃ

Ｌ
Ｅ
ｓ
　

人

間

関
係
の

境
界
線

を
学
ぶ

1
0時

～
1
6時
　
2
1
日

㈲
ま
で

ト

ー
ン

セ
ン

タ
ー

（
地
・
天

満
橋
駅
１

番
出

口
５
分

）
　

バ

ー
バ
ラ

ー
ベ
イ
ン

（

臨
床

心
理

カ
ウ
ン

セ
ラ
古
　
　

「
人

間
関

節

「
人

間
関
係
の

構
築
≒

特
別

な
教
育

的
ニ
ー

ズ
を
持
つ
子

ど

も
へ
の

性
の
健

康
教
育

」
　
２

万
５
０
０
０

円
　

要
申

込
み

問
合
せ

＝
・
Ｎ
Ｐ
ｏ

・
女
性

と
子

ど
も
の

エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト

関
西

一`
〇
７
９

７
・
7
1
・
０
８
１
０

剤

割

石
ぐ

◆
日

本
の
底
辺

労
働

の
い
ま

‐
Ｎ

ス

ペ

「
ト
ラ

ッ
ク

・
列

島

３
万
牛

囗
－

時
間

を
追
う

男
た

ち
」

を
め
ぐ
っ
て

1
4 時
　

阿
佐

ヶ
谷

「
あ

る
ぽ

ら
ん
」（
阿
佐
ヶ

谷
駅
北

口
３

分

｛
J
0
3・

３
３

３

０

・
８

３

４

１
｝
　

報
告
・：
木
下
昌
明

３

５
０

０

円
（
軽
食

・
飲
み
物

っ

き
）
　

連
絡
・
＝
レ

イ

バ
ー
ネ

″

卜
日

盍
1
0
3
・
３
５

３
０

・
８

５
９

０
剤

白

岩

一

ぐ

◆
交

流
会
夏

の
合
宿

1
3時
4
0
分
～
2
8日

㈲
正
午

ま

で
　

湯

河
原
温

泉

「
保

養
所
ち

と
せ
荘

」（
Ｊ
Ｒ

・
湯
河
原

駅
か

ら
バ
ス

）
　
　
「
法

科
学
院
で

教

え

て

」
角

田

由

紀

子

（
弁

護

古

、
懇

親
会
、
2
8日

学

習
会

９
０

０
０

円
（
院

生
か
ら
中

学

生
６

０
０
０

円
、

小
学

生
５
０

０
０

円

、
幼
児
４
０

０
０

円
）
、

学
習
会
の

み
１
０
０

０

円

要

申
込
み
・・
・
８

月
1
0日

困
ま
で

主
催

・
問
合
せ
・・
・
な
く
そ

う
戸

籍
と
婚

外
子
差
別

・
交
燮

器

恵

脂

・
３
３
０
２

・
９
２

１

９

（
夜

）

迫
力
に
固
唾
を
の
む
・

歡
詣
世
界
文
化
遺
産
写
真
展

東
京
都
写
真
美
術
館
で
開
催

会
場
に

一
歩
踏
み

込
ん
だ

途

端
、
そ
の

迫
力

に
固
唾
を

飲
む

。
ア
ン
コ

ー
ル

遺
跡
の

祠

堂
や

守
護
神
、
回
廊
な
ど

の
頂
辺
か
ら
大
地
に

向
か

っ

て

が
っ
し
り
と

根
を
張

っ
た

巨
大
な
樹
木
。
そ

れ
は

遺
跡

の
破
壊
に
繋

が
っ
て
い
る
の

か
、
そ
れ
と
も
破
壊
か
ら
守

っ
て
い

る
の
か
・：
考
え
込
ん

で

し

ま

う
。
そ

ん

な

写

真

展
、
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｕ

斉
藤
の

「
世

界
文
化
遺
産
展

『
ア
ン

コ
ー

ル

と
生
き
る
』
～
ク
メ
ー
ル

文

明

の

今
」（
８

月
1
4日

ま

で

）
が
東
京
都
写
真
美
術
館

で

開
か
れ
て

い
る
。

８

世
紀
か
ら
1
5世
紀
に
か

け
て

、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
で

繁
栄
を
誇
っ
た
ア
ン
コ

ー
ル

王
朝
の

滅
亡
か
ら
約
４

０
０

年
。
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
、
仏
教

を
背
景
に

し
た
独
特
の
文
化

が
生
み

出
し
た
貴
重
な
宗
教

建

築
群

を
消

滅
か
ら

守
ろ
う

と
、
ユ
ネ
ス
コ

は
１
９
９
２

年
、
世

界
文
化

遺
産
「
ア
ン

コ

ー
ル

遺
跡

群
」
を
緊
急
に

修
復
を

有
す
る

危
機
遺
産
に

指
定

。
修
復

保
存
が
進
め
ら

れ
、

昨
年
危
機
リ
ス
ト

か
ら

解

除

さ

れ

る

ま
で

に

な

っ

た
。
　

Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｕ

斉
藤
は
、

ア
ン
コ

ー
ル

遺
跡
の

尊
顔
記

録
を
9
4
年
か
ら

撮
影
し

続
け

て
き
た

。
斉
藤
の
仕
事
を
通

し
、
ア
ン
コ

ー
ル

遺
跡
群
の

現

状

と
、
そ
こ

に

生

き

る

人
々
の

姿
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
る

。

◇

〈

展
示
内

容
〉
３

部
構
成

１
８
０

点
を
展
示

１

部
：

白

然
と
共
生
す
る

遺
跡

。
樹
木
と

共
生
す
る
遺

跡
の
現
況

を
記

録
し

た
モ
ノ

ク

ロ

シ

リ

ー

ズ

。

２

部

＝
・
遺

跡
と

共

生

す

る

人

々

。

僧

侶

、

踊
り

子

、

子

ど

も

な

ど

、

そ

こ

に

暮

ら

す

人

々

を

ホ
ッ

ト

な

目
で

と

ら

え

た

、

原

色

シ

リ

ー

ズ

。

３

部

＝
・
デ

ジ

タ
ル

３

Ｄ

映

像

紹

介

（
制

作
／

東

京

大

学

・
池

内

研

究

室

）
プ

ン

コ

ー

ル

ー
ト

ム

の

中

心

寺

院

バ

イ

ヨ

ン

の

、
巨

大

な

顔
面

塔

を

３
Ｄ

映

像
で

全

角

度

か

ら

紹

介

。観

覧

料

二

般
１

０

０

０

円

、

学

生
８

０

０

円

、

中

高

生

・
6
5
歳
以

上

５

０

０

円

。

交

通
・
：

恵
比

寿

駅
７

分

（

恵

比

寿

ガ

ー

デ

ン

プ

レ

イ

ス

内

）問

い

合
わ

せ
・・
・
同

実

行

委

｛
J
0
3・
３

７

９

８

・
４

０

７

を
募
集
し
、
ホ
テ
ル

業
務
一

般

の

ほ

か

に
、
時

間

の

管

理
、
電
話
の
か
け
か
た
、

性

教
育
、
親
の
貴
務
、
こ
ど
も

の

権
利
な
ど
を
教
育
。
知

識

が
な
く
、
買
舂
被
害
に
さ
ら

さ
れ
る
危
険
の
あ
る
こ
ど

も

た
ち
に
、
生
き
る
術
を
身
に

付
け
さ
せ

る
教
育
を
包
括

的

に

行
う
「
若
者
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
夕

イ

国
内
外
か
ら
、
賞
賛
さ

れ

て

い
る
と
言
う
。

国
内
の
取
り
組
み
で
は

、

ジ
ェ
イ
テ

ィ
ー
ビ
ー
・
ク
ル

Ｉ

プ
が
、
１
３
８

社
の
行
動

規
範
の

中
に
「
こ
ど
も
の

人

権
保
護
へ

の
貢
献
」
を
明
記

し

、
社
内
レ

ク
チ
ャ

ー
の

見

直
し

を
行
っ
た
り

、
船
旅

を

中

心
と

す
る
ジ
ャ
パ
ン
ク
レ

イ
ス

が
、
社
内
推
進
委
員

会

を
立
ち
上
げ
、
船
内
メ
ニ
ュ

ー
に
フ

ェ
ア

ー
ト
レ

ー

ド
商

品

を
使
っ
て

途
上
国
支
援

を

行

う
な
ど
、
積
極
的
な
取
り

組
み

の

様
子

が

報

告

さ

れ

た

。最
後
に

、
日

本
旅
行
業
界

の

米
谷
寛
美
理
事

が
、

「
ど

の

様
な
取
り
組
み
を
し
た
ら

い

い
の

か
、
迷
っ
て

い
る
会

社
も
多
い

と
思
う
が
、
ま
ず

出
来
る
こ
と

か
ら
１

歩
を
踏

み
出
そ

う
。
そ
こ

か
ら
始
ま

る
」
と

呼
び
掛
け
た
。

「

戦

争

と

ジ

ェ

ン

ダ

ー

」

戦
争
を
起
こ
す
男
性
同
盟
と

平
和
を
創
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
理

論

若
桑
み
ど
り
著

戦
争
が
な
ぜ
起
こ
り

、
終

わ
ら

な
い

か
、
戦
争
の
な
い

世

界
は

ど
う
し
た
ら
つ
く
れ

る

か
を
、
古
今
の
文
献

を
辿

り

、
内
実
を
解
き
明
か

す
こ

と
で

、
戦
争
の
根
は
「
家
父

長
制
的
男
性
支
配
型
国
家
」

と
い

う
著
者
の
論
旨
を
し
っ

か
り
と
納
得
さ
せ
る
。

今
も
戦
争
の
な
い
社
会
や

部
族
の

存
在
は
知
ら
れ
て
い

て

も
、
１
９
２
１

年
生
ま
れ

１

の
ア

メ
リ

カ
の
女
性
考
古
学

者
に
よ

る
、
紀
元
前
７
千
年

の
母

権
文
化
の
話
な
ど
は
、

研

究
者
で

も
な
け
れ
ば
ま
ず

知
ら

な
い

。
著
者
は
、
「
学

者
は
お

と
な
し

く
し
て

い
て

は
な
ら

な
い

。
な
ぜ
な
ら
こ

の
社

会
で

、
政
治
家
の
真
意

を
見

破
る
こ
と

が
、
知
性
に

よ

っ
て

立
つ

学
者
の

仕
事
だ

か
ら
で

あ
る

」
と
述

べ
て

い

て

、
そ

れ

を

実

証

し

て

い

る
。ま
こ

と
に

、
古
代
か
ら
現

代
に
至

る
様
々
な
人
の
言
質

を
、
本
書
で

確
認
で

き
る
の

は
大

き
な
収
穫
だ
。

「
男

ら

し

さ
」

を

強

調

し

、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ

ー
を

嫌
う
動

き
は

、
戦
争
に
直
結

し
て
い
る
の

だ
か
ら
、

「
男

性
同

盟
」
に

任
せ
て

い
て

は

戦
争
は

無
く
な
ら
な
い
。
女

性
た
ち

が
国
を
越
え
て

平
和

の
た

め
に

連
帯
し

、

「
あ
ら

ゆ
る

局
面
で

の
、
一
歩
ず
つ

の
あ

き
ら
め
な
い

努
力
が
あ

る
だ
け

」
と
い

う
結
論
が
胸

に
迫
る

。
（
陽
）

（
大

月
書
店
　

本
体
１
３
０

０
円

十
税
）

相
談
員
の
事
前
学
習
会
も

「
三

多

摩

『
学

校

・
職

場

の

い

じ

め

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

』

実

行

委

員

会

」

で

は

、
９

月

に

「
い

じ

め

ホ
ッ

ト

ラ

イ

ン

（

電

話

相

談

）
」
を

開

催

す

る

に

あ

た

り

、

相
談

員

を

募

集

中

。

こ

れ

に

伴

い

、
８

月

５

日

濔

～

７

囗

㈲

、

初

心

者
で

も

、

相

談

員
に

な

れ

る
よ

う

事

前

学

習

会

を
実

施

す

る

。

同

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

は

、
こ

と

し

で

９

回

目

。

学

習

会

は

相
談
員
の
資
格
を
得
る
も
の

で

は
な
い

が
、
相
談

者
と
同

じ
目
線
で

受
け
止
め

、
共

感

し

、
寄
り
添
え
る
よ

う
に

す

る
た
め
の
も
の
。

相
談
員
に
応
募

す
る
人
の

学
習
会
参
加
は
原
則

、
７
日

の
実
務
説
明
会
は
必

ず
参
加

の
こ

と
。
学
習
会
の
み
の

参

加
も
歓
迎
。

日

時
・
＝
８

月
５
囗

洫
～
７

日

㈲
1
3時
～
2
0時
4
5
分

会

場

…

武

蔵

野

公

会

堂

第

１

・

２

合

同

会

議

室

（

吉

祥

寺

駅

南

口

２

分

）

プ

ロ

グ
ラ

ム
・
：

「
教

師

生

活
で

経

験

し
て

き

た

学

校

の

い

じ

め

に

つ

い
て

」

佐

々

木

賢

谷

本

社

会

臨

床

学

会

・

運

営

委

員

）
、「
『
ホ

ー

ム

レ

ス

』

襲

撃

事

件

と

子

ど

も

社

会
－

暴

力

と

自

尊

感

情

」

北

村

年

子

（

ル

ポ
ラ

イ

タ

士

。

「
わ

が

子

の

い

じ

め

自

殺

の

真

相

を

知

吋
た

か

っ
た

だ

け

な

の

に
・
：
」
前

田

千

恵

子
（
い

じ

め

自

死

報

告

義

務

違

反

訴

訟

・
元

原

告

）
、
「
若

者

の

就

労

環

境

と

職

場

の

い

じ

め

を

考

え

る

」

木

下

武

男

（

昭

和

女

子

大

教

授

）
、
「
心

の

ヶ

ア

の

問

題

に

つ

い

て

」

中

島

ひ

ろ

か

ず
（

法

政

大

講

師

）
、「

電

話

相

談

の

実

際

の

流

れ

と

若

干

の

注

意

事

項

」

実

行

委

員

会
ほ

か

。

資

料

代

…

１

日

６

０

０

円

、
３

日

間

通

し

１

８

０

０

円

。主

催

・

問
い

合

わ

せ

＝
・
事

務

局

？

感

冒

↓

２

・
３

９

２

・
７

０

４

５

「
ら

い

て

う

の

家

」
視

察

ツ

ア

ー

県
産
の
木
材
を
使
っ
て
今
建
設
中

映
画
監
督
・
羽
田
澄
子
さ
ん
の
講
演

「
平

塚

ら
い

て

う

の

会

」

は

、

８

月

卵
］
日

向

～
2
9
日

㈲

、

「
ら

い

て

う

の

家

」

現

場

視

察
と

講

演

・

学

習

ツ

ア

ー

を

行

う

。
2
8
月

１１１
時

、

上

田

駅

（

長

野

新

幹

線

）

に

集

合

。

あ

ず

ま

や

高

原

ホ
テ

ル

（
ら
い
て

う
の

家
、
建
設
予

定
地
隣
）
の

バ
ス
で
現

地
に

向

か

い

建

設

中

の

家

を

見

る

。
「
家
」
の
イ

メ
ー
ジ
は

つ
か
め
そ

う
。

昼
食

後
、
午
後
は
、
ら
い

て

う
の

映
画
の

監
督
・
羽
田

澄
子
さ
ん
の
講
演
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
交
流
。
宿
泊
は
あ

ず
圭
や
高
原
ホ
テ
ル
で

。
2
9

日

は
観
光
等
自
由
行
動

。

費
用
は
、
宿
泊
す
る
人
は

１

万
３

千
円
、
講
演
と
シ
ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

今

上
０

０
０

円
。申
し
込
み

・
問
い

合
わ
せ

「
平
塚

ら
い
て

う
の

会
」
四

0
3・
３
４
０
１

・
６
３
８
３

「
ら
い
て

う
の
家
」
は
、

地
元
の

女
性
建
築
±
９

人
に

應
「
円
窓
の
あ
る
和

室
」
の

３
つ
の
空
間

が
あ
る

。
木
材

は
で

き
る
だ
け

「
県

産
材
」

を
使
用

、
暖
房
は
長

野
県
で

推
進
中
の

ペ
レ

″
ト
ス
ト

ー

ブ
（

木
質
燃

料
使
用

）
を
導

入
す
る

。

建
設

費
に
５
０
０
０
万

円

を
予
定
し
て

い

る
が
ま
だ
足

り
な
い
の
で

募
金
を
歓
迎
し

て

い
る

。
郵

便
振
替
０
０
１

５
０

・
９
・
５
５
３
０
４
６

よ
る

協
同
作
業
で

、
「
展
示
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
平
塚

ら
い
て

う
の

の

あ
る

ホ
ー
ル

」
、
「
読
書
や
　

会

ビ
デ
オ
鑑
賞
も
で

き
る
図
書

雌
岔

右
京

製

泉

開

催

中

▼

世

界

文

化

遺

産

写

真

展

『
ア

ン
コ

ー
ル
と

生
き

る
』

ク

メ

ー
ル

文

明
の
今

８

月
1
4日

㈲
ま
で
　
1
0
時
～

1
8時
（

木

・
金
2
0
時
ま
で

）

東
京

都
写

真
美
術

館
（
Ｊ
Ｒ

・

恵
比

寿
駅

東
口
７

分
）
　
　
「
失

わ
れ
て

い

く
文
化

遺
産

を
再

創

造
・

表
現
し

、
次

世
代
に

新
文

化
の

芽
を
」

と
コ
ン

セ

プ
ト

に

活
動

す
る

写
真
家

・
Ｂ

Ａ
Ｋ
Ｕ

斉
藤
の

仕

事
と
、
ア

ン
コ

ー
ル

遺
跡
群
の
現
状
、
生
き
る
人
々

の
姿
を
紹
介
　
一
般
１
０
０
０

円
、
学
生
８
０
０
円
、
中
学
生

・
6
5歳
以
上
５
０
０
円
　
間
合

サ

・
同
箆

。
0
3・
３
２
８
０
・

０
０
９
９

▼

親
と
子
の
か
い
こ
の
自
然

科
学
教
室

８
月
2
8日
㈲
ま
で
　
９
時
～

1
6時
3
0分
　
※
月
曜
休
館
　
シ

ル
ク
博
物
館
（
み
な
と
み
ら
い

・
日
本
大
通
り
駅
３
番
出
口
３

分
）
　
こ
ど
も
向
け
ま
ゆ
ク
ラ

フ
ト
、
珍
し
い
か
い
こ
品
種
飼

和
解

・
共

生
を
め

ざ
そ
う
Ｉ
・

８

・
１５

集
会

９

時
1
5
分
　

日
本

教
育
会

館

（
地

・
神
保
町

駅
５

分
）
　「
戦

後
6
0
年
と
日

本
外
交
の

ゆ
く
え

Ｉ
東
ア

ジ
ア
共

同
体

を
講
想

す

る
」

進
藤
榮

一
　（
筑

波
大
名

誉

教
授
）
　

基
調

報
告

「
今
こ
そ

靖
国

神
社
問
題

の
根

本
的
解

決

を
」

西
川
重
則

（
平

和
遺
族

会

全
国

連
絡
会
代

表
）
ほ

か
　

５

０
０
円
　

主

催
・
：
平

和
遺
族

会

全
国

連
絡

盒

。
無

豐

４
２

・

５
７
４

・
９
２
１

０

◆

「
平

和
の
た
め

の
準
備
」

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ

２
‐

連
帯

を
と
り

も

ど
す1

3時

日

本

教

育

会

館

「
戦

後
6
0年
の

心
配
」

日
高
六

郎
、

「
私
か
ら

の
出
発

」
海

老

坂
武
（
仏

文
学
）
、
渡
辺
厚

子
（
公

立
学

校
教

員
）
、
杉
田
敦

（
政

治

学
）
、
司
会

・
越

智
敏
夫

（
政
治

学
）
、
「
国
境

を
こ

え
る

連
帯
」

姜
尚

中
（
（
政
治

学
）
、
遠

藤
裕

未

（
ヒ

ー
ス

ボ
ー
ト

）
示

倉
利
丸

（
現
代

資
本

主
義
論
）
、
司
会

・

佐
々

木
寛

（
国

際
政

治
学
）

一
般
０
０

０
円

、
大

学
生
５
０

０

円
　

※
富
山

妙
子

展
「
2
0
世

紀
へ
の
レ

ク
イ
ェ

ム

ー
記
憶
の

Ｉ育
、
天

蚕
の
飼

育
ほ
か
　

体
験

学
習

（
糸
繰
り

、
ま

ゆ
人
形

づ

く
り

、
は
た
織
じ

な
ど

）
、
講

演

会
、

映
画
会
な

ど
も
　

小
・
中

生
１
０
０

円

、
高
・
大

生
２

０

０

円

、
一
般
５
０

０
円

、
6
5歳

以
上
３
０

０
円
　

問
合

せ
・：
同

館
｛
Ｊ
０
４

５

・
６
４

１

・
０

８

４

１▼

ブ
ラ
テ

″
ス
ラ

ヴ
ア
世
界

絵
本
原

画
展
～

広

が
る
絵
本
世

界
８
月
2
8
日

㈲
ま
で
　
1
0
時
～

1
8時
※

月
曜
休

館
（
７

月
1
8日

開
館

、
1
9日
休

館
）
　

千
葉
市

美
術
館

（
京
成

・
千
葉

中
央
駅

東
口
５

分
）
　

２
０

０
３

年
秋

に
開
か

れ
た
第
1
9
回
展

の
受
賞

作
品
と
日
本
人
作
家
の
作
品
を

中
心

に

紹

介
　
一

般
８
０
０

円
、
大
高
生
５
６
０
円
、
中
小

生
無
料
　
間
今

亨
・
同
館
費
Ｏ

４
３
・
２
２
１
・
２
３
１
４

▼
『
熊
本
の
や
き
も
の
Ｉ
ハ

代
鐙８
月
3
1日
困
ま
で
　
1
0時
～

1
6時
3
0分

永
青
文
庫
（
Ｊ
Ｒ

・
目
白
駅
バ
ス
）
　
象
嵌
文
様

を
施
し
た
八
代
焼
の
代
表
的
な

作
品
を
中
心
に
1
7世
紀
か
ら
近

代
に
到
る
ま
で
を
追
う
　
大
人

６
０
０
円
、
大

高

生
４
０
０

円
、
小
中
生
１
０
０
円
、
障
害

者
５
０
０
円
　
問
合
せ
…
同
館

費
0
3・
３
９
４
１
・
０
８
５
０


